
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
一
日
提
出

質

問

第

七

〇

号

北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
た
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
た
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
五
年
十
一
月
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
三
第
三
九
号
）
を
含
む
過
去
の
答
弁
書
に
よ

る
と
、
我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
は
、
ロ
シ
ア
と
の
間
の
北
方
領
土
問
題
、
韓
国
と
の
間
の
竹
島
問
題
の
二
つ
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
右
と
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
三
第
二
九
号
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

北
方
領
土
問
題
に
関
し
、
四
島
一
括
返
還
と
い
う
言
い
方
が
よ
く
な
さ
れ
、
政
府
広
報
誌
「
わ
れ
ら
の
北
方
領
土
」
の
一

九
九
二
年
版
か
ら
二
〇
〇
四
年
版
ま
で
に
お
い
て
も
、
「
こ
の
よ
う
な
総
理
お
よ
び
外
務
大
臣
（
外
相
）
の
北
方
領
土
視
察

は
、
北
方
四
島
の
一
括
返
還
を
実
現
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
い
う
政
府
の
不
動
の
姿
勢
と
不
退
転
の
決
意
を
、
改
め

て
内
外
に
表
明
す
る
も
の
で
し
た
。
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
四
島
一
括
返
還
の
定
義
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の

見
解
如
何
。

二

我
が
国
と
し
て
、
北
方
領
土
問
題
に
関
し
て
四
島
一
括
返
還
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
か
。

三

「
わ
れ
ら
の
北
方
領
土
」
の
二
〇
〇
八
年
版
に
は
「
交
渉
に
当
た
り
、
我
が
国
は
、
ロ
シ
ア
側
が
九
一
年
後
半
以
降
示
し

て
き
た
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
踏
ま
え
、
北
方
四
島
に
居
住
す
る
ロ
シ
ア
国
民
の
人
権
、
利
益
及
び
希
望
は
返
還
後
も
十
分

に
尊
重
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
四
島
の
日
本
へ
の
帰
属
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
実
際
の
返
還
の
時
期
、
態
様
及
び
条
件
に
つ

一



い
て
は
柔
軟
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
つ
つ
、
柔
軟
か
つ
理
性
的
な
対
応
を
と
り
ま
し
た
。
」
と
あ
る
が
、

右
は
一
で
鳩
山
内
閣
が
定
義
す
る
四
島
一
括
返
還
と
ど
う
異
な
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
鳩
山
内
閣
と
し
て
の
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
し
、
「
政
府
と
し
て

は
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
日
露
首
脳
間
の
信
頼
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
首
脳
レ
ベ
ル
の
対
話
を
深

め
な
が
ら
、
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
の
方
針
に
の
っ
と
り
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と

の
間
で
交
渉
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
鳩
山
内
閣
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
様
に
し

て
「
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
」
す
る
考
え
で
い
る
の
か
、
例
え
ば
四
島
の
我
が
国
へ
の
帰
属
を
一
括
し
て
求
め
る

の
か
、
そ
れ
と
も
四
島
の
中
で
も
帰
属
の
確
認
に
時
間
差
が
生
じ
る
、
い
わ
ば
段
階
的
な
確
認
を
容
認
す
る
の
か
、
詳
細
に

説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


